
順位 質 問 者 答 弁 者 時　間

１、佐久穂町の健康管理について

２、地域コミュニティの推進について農業生産基盤の充実について

１、道の駅を町の活性化にどう活かすか

１、認知症観の転換について

２、道の駅の役割とは

３、サーキュラーエコノミーの取り組みについて

４、ＡＥＤの迅速活用について

１、こどもセンターの運営について

（９）支援員の休息スペースについて

（１０）学校及び地域との連携について

（１１）業務責任者の不在について

町長
教育長

60分

町長
教育長（３）子どもと道の駅の関わり方は

町長
（１）町として道の駅を含めた推進は

町長

（４）危機管理について

（７）利用料の請求について

2
10番
出浦修身

3
5番
髙見澤利博

（３）休憩スペース（保健室）の現状について

（５）学童クラブ支援員の人員について

60分

（１）共生社会の実現の取り組みは

（２）認知症患者の支援について

（３）認知症の方による有償ボランティアについて

（１）災害による補償について

（２）防災協定締結について

（４）文化芸術の振興を道の駅より

（５）世界ブランドとしての売り込みについて

町長

（１）設置場所の確認方法について

（８）入退室記録システムについて

4
3番
髙見澤敏幸

（１）学童クラブまでの移動経路について

（２）センター構内の環境整備について

（６）支援員、職員の言葉遣いについて
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質　　問　　要　　旨

1
2番
須田芳明

（１）佐久穂町の平均寿命低下の原因をどう考えているか

（２）寿命を延ばすための方策と調査について

（３）今後どのように改善していくか

60分

町長

町長

（３）産地化を進めるためにどのような方策を考えるか

60分

（１）道の駅を町の観光振興にどのように活かすか

　　①八千穂高原ＩＣ経由の観光客は増えているか

　　　な施策を検討しているか

　　　討するか

町長
　　②道の駅は町の観光弱点をどのようにカバーするか、またどのよう

　　③特に道の駅を北八ツ観光の中継基地とするため、どんな施策を検

（１）佐久穂町の主要農産物の生産量をどのように把握しているか

（２）佐久穂町の特産振興の現状は

（４）産地化による道の駅事業の活性化について

　　④道の駅を起点とした町内観光振興策をどのように推進するか



順位 質 問 者 答 弁 者 時　間質　　問　　要　　旨

１、学校図書館について

２、役場職員の地域活動等への参加について

３、広報広聴について

１、道の駅建設事業について

２、職員の意識改革と人材育成について

１、地区公民館の維持管理と利用状況について

60分

　　方

（２）来庁者や住民の皆さんに不快な思いをさせない接遇や服装の考え

60分

　　　業者等への対応がしっかり出来る人材育成の必要性

　　④適材適所の職員配置。職員の得手、不得手を把握し、意欲を汲ん

町長

7
6番
佐々木信幸

町長
教育長　　②指定避難所について

　　①総合政策課、地域コミュニティづくりへの活用は

（１）地区公民館の位置付けについて

（２）地区公民館の老朽化と今後の対応について

　　①緊急避難所としての役割について

（４）コミュニティ創生戦略における地区公民館の役割について

（３）防災拠点としての役割について

　　②健康福祉課、健康教室などについて

　　③生涯学習課、生涯学習推進のための分館活動の役割について

（１）進捗状況

　　①建築確認の遅れの原因は

　　②設計事務所の選定に問題はなかったか

　　③開業まで１年足らずだが間に合うのか。現時点で延期をする決断

　　　をするべきでは

　　④建設費の増額が懸念されるが

町長

（１）人事評価制度の効果と成果は

　　①国が示した内容の他に町の独自の評価内容はあるのか

　　②住民サービス向上のための職員のモチベーションは上がっている

町長
教育長

　　　より長めに担って頂いて、知識の継承を同時に行う必要がある。

60分

（１）学校図書館の位置づけ

　　②図書選書の基準、選定の方法

（２）専門職の配置について

（１）地域貢献活動参加への特別休暇導入 町長

町長

6
14番
髙見澤春野

　　①経営計画・運営方針について

　　　だ配置

5
4番
竹内達朗

（２）導入の場合、対象となるのはどのようなものか

（１）広報や広聴に関する規程整備の必要性

（２）防災無線放送の扱いについて

　　　か

　　③専門性を必要とされる部署は知識習得をしっかりするため、通常


